
ア
ザ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ

Ｇ・Ｐ・Ｂ（ゴム・パーキング・ブロック） 施工要領　寸法図

■本体寸法図

■ Ｇ・Ｐ・Ｂ1型　
　（樹脂アンカー付き）
　　

■ Ｇ・Ｐ・Ｂ2型・3型

⇒

1　床面の清掃
チリやごみ・油汚れを等を除去します。

2　外形のケガキ
床面に本体を置き、置き外形をケガイて下さい。

３　穴位置決め
本体を取り除き、外形ケガキ線に対し360(440)ｍｍ間隔で
穴開け用の印 (２ヶ所 ) をつけます。※(　) 内は 2・3型の数値

4　穴あけ
印を付けた位置にドリル径φ12(φ15) にて
深さ70～ 80(105)ｍｍの穴をあけます。
※(　) 内は 2・3型の数値

吸埃機などで穴の中の切粉を除去します。

8-1  設置完了（1型）
本体の固定穴を樹脂アンカーに合わせ
ナットを付けたボルトで締め穴の上部に
ふさぎ用ゴムを取りつけます。

8-2   設置完了（2・3型）
本体のアンカー部を穴に差し、押し付けて設置完了です。
(アンカーは付属されておりません。※現地手配 )

7   本体裏面に接着剤塗布
底部に接着剤を塗布して下さい。

6   穴に接着剤を注入

※穴はイメージです。
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※接着剤は市販でお求めください。

※接着剤は市販でお求めください。

360（440）

1型 2・3型

5　穴掃除
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テラスエッジ／テラスエッジneo

タイルトレー 300

【テラスエッジの寸法図】

グレーチングスリム 300

グレーチングスリム 600

グレーチングワイド 600

タイルトレー 600

グレーチングワイド 300
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このたびは、お買い求めいただき、まことにありがとうございます。
この取付・取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
お取り付け前に「安全上のご注意」を必ずお読みください。
この取付・取扱説明書は大切に保管してください。

安全上のご注意

取付・取扱説明書

必ずお守りください

Terrace edge
テラスエッジ

セ　ッ　ト　内　容 付 属 品 に つ い て

グレーチング タイルトレー

本  体
受け金具 2個セット

付属品

● 本来の用途以外では使用しないでください。
● むやみに改造・変更をしないでください。禁止

● 製品は壁に立てかけず、床の上に置いてください。倒れたりしてケガの原因になります。
● 取付時には必ず手袋を着用してください。
●モルタルなどが付着した時は、早めに拭き取ってください。

厳守

■絵記号の意味

この記号は禁止の行為を告げるものです。指示内容をよく読み禁止されている事項は絶対に行わないでください。

この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるものです。指示内容をよく読み必ず実施してください。

この記号は注意(警告を含む)を促す内容を告げるものです。指示内容をよく読み取扱いに注意してください。

禁止

厳守

注意

● 製品の上に重たいものを落とさないでください。変形する恐れがあります。
● 製品の上で飛びはねないでください。変形する恐れがあります。
● 施工時や移動時など手を挟まないようにご注意ください。
● 製品を破棄される場合はお住まいの取り決めに基づいた処理をお願いします。
● 塗装商品に関しては、ステンレスに焼付け塗装を施しておりますので、屋外での使用には耐えますが、摩擦や引っ掻きなどにより
塗装面が傷つくことがあります。また、環境条件により変色・シミ・サビが生じることがあります。

注意

警告

注意

施工上のご注意

●商品に傷をつけないようご注意ください。
　 お客様がお取り付け中に破損された商品につきましては、商品のお取り替え等の措置は出来かねますのでご了承ください。

●不安定な場所に設置しないでください。
　 商品が落下した場合にケガをする可能性のある高所には設置しないでください。

●ステンレスの切断面に充分ご注意ください。
　 安全に配慮し処理を施しておりますが、ケガをする場合があります。取付時には必ず手袋を着用ださい。

又は ＋
曲げる

ストッパー

横すべり

サイドのパーツを折り曲げると、グレーチングの横

すべりのストッパーになります。

このたびは、お買い求めいただき、まことにありがとうございます。
この取付・取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
お取り付け前に「安全上のご注意」を必ずお読みください。
この取付・取扱説明書は大切に保管してください。

安全上のご注意

取付・取扱説明書

必ずお守りください

Terrace edge
テラスエッジ

セ　ッ　ト　内　容 付 属 品 に つ い て

グレーチング タイルトレー

本  体
受け金具 2個セット

付属品

● 本来の用途以外では使用しないでください。
● むやみに改造・変更をしないでください。禁止

● 製品は壁に立てかけず、床の上に置いてください。倒れたりしてケガの原因になります。
● 取付時には必ず手袋を着用してください。
●モルタルなどが付着した時は、早めに拭き取ってください。

厳守

■絵記号の意味

この記号は禁止の行為を告げるものです。指示内容をよく読み禁止されている事項は絶対に行わないでください。

この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるものです。指示内容をよく読み必ず実施してください。

この記号は注意(警告を含む)を促す内容を告げるものです。指示内容をよく読み取扱いに注意してください。

禁止

厳守

注意

● 製品の上に重たいものを落とさないでください。変形する恐れがあります。
● 製品の上で飛びはねないでください。変形する恐れがあります。
● 施工時や移動時など手を挟まないようにご注意ください。
● 製品を破棄される場合はお住まいの取り決めに基づいた処理をお願いします。
● 塗装商品に関しては、ステンレスに焼付け塗装を施しておりますので、屋外での使用には耐えますが、摩擦や引っ掻きなどにより
塗装面が傷つくことがあります。また、環境条件により変色・シミ・サビが生じることがあります。

注意

警告

注意

施工上のご注意

●商品に傷をつけないようご注意ください。
　 お客様がお取り付け中に破損された商品につきましては、商品のお取り替え等の措置は出来かねますのでご了承ください。

●不安定な場所に設置しないでください。
　 商品が落下した場合にケガをする可能性のある高所には設置しないでください。

●ステンレスの切断面に充分ご注意ください。
　 安全に配慮し処理を施しておりますが、ケガをする場合があります。取付時には必ず手袋を着用ださい。

又は ＋
曲げる

ストッパー

横すべり

サイドのパーツを折り曲げると、グレーチングの横

すべりのストッパーになります。

テラス用下地ブロックを建物外壁からワイドタイプ 90mm以上、

スリムタイプ 60mm以上離して積みます。

最大寸法は本体奥行きプラス 3mmになります。

詳しくは右図の寸法図 (★) をご参照下さい。

上部内側の立ち上がりを欠いて受け金具をブロック立上がり面に合わせ設置します。

団子状にしたモルタル等で仮固定します。

テラスの下地土間コンクリートを打設し、受け金具を本固定します。

( 受け金具のアンカー部分が土間コンクリートの中で固定されます。)

最後に受け金具に本体をセットしてください。

受け金具の先端に折り返しが付いているので、先端を滑り込ませるようセットする

とスムーズに取り付けられます。

Step1：テラス用ブロック下地作成

Step2：下地土間打設 ( 受け金具の固定 )

Step3：床の仕上げ、下地土間打設 ( 受け金具の固定 )

Step4：本体の設置

タイル ( 貼り石 ) と貼付けモルタルの厚さがグレーチングの厚さ (15mm) と同じに

なるよう下地モルタルの厚さを調整してください。

※タイルを貼る際、グレーチング本体を仮置きして、施工後グレーチングの脱着が可

　能であることをご確認下さい。

スリムタイプ：60mm以上
ワイドタイプ：90mm以上

壁
外
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建

礎
基
物
建

水切りカバー

現場でカットする

テラス用下地ブロック

　　( 横筋用 )

壁
外
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建

ブロック用横筋設置

受け金具

下地砕石

テラス下地コンクリート

貼付け用モルタル (t=6 ～ 3mm)
床タイル・石材 (t=9 ～ 12mm)

下地砕石

テラス下地コンクリート
壁
外
物
建

礎
基
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建

本体

下地砕石

テラス下地コンクリート
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建
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建

施　工　手　順

グレーチングカットタイプ ( 現場加工 )　カット方法

タイルトレー　使用イメージ

タイルトレー
タイルセメント

タイル

＊タイルをカットして、セメント、タイルの順に施工。拡大図

300

600

20 70 70 70 70 300

１ ２ 使用寸法が 300 未満の場合
リブが多い方 ( 図面左側 ) から計測し切断してください。

使用寸法が 300mm以上の場合
リブが少ない方 ( 図面右側 ) から計測し切断してください。

１

２

お手入れ方法 砂ぼこり等の汚れは、水で薄めた中性洗剤を布にしみ込ませてお拭き取りください。
最後に、水で湿らした布で軽く拭いてください。

汚れを取るために、研磨剤入りのクレンザー等は、本体表面に傷をつける恐れがあるため使用しないでください。
シンナー、ベンジン、ワックス、石油、塩素系溶剤等は本体塗装を剥がす恐れがあるため使用しないでください。
殺虫剤、ガラスクリーナー、ヘアスプレーなどをかけないでください。

受け金具 ( 側面図 )

★52 ★79

★…下地からの最大突き出し寸法

スリム用 ワイド用

■セット内容 ■付属品について

■タイルトレー 使用イメージ

テラス用下地ブロックを建物外壁からワイドタイプ 90mm以上、

スリムタイプ 60mm以上離して積みます。

最大寸法は本体奥行きプラス 3mmになります。

詳しくは右図の寸法図 (★) をご参照下さい。

上部内側の立ち上がりを欠いて受け金具をブロック立上がり面に合わせ設置します。

団子状にしたモルタル等で仮固定します。

テラスの下地土間コンクリートを打設し、受け金具を本固定します。

( 受け金具のアンカー部分が土間コンクリートの中で固定されます。)

最後に受け金具に本体をセットしてください。

受け金具の先端に折り返しが付いているので、先端を滑り込ませるようセットする

とスムーズに取り付けられます。

Step1：テラス用ブロック下地作成

Step2：下地土間打設 ( 受け金具の固定 )

Step3：床の仕上げ、下地土間打設 ( 受け金具の固定 )

Step4：本体の設置

タイル ( 貼り石 ) と貼付けモルタルの厚さがグレーチングの厚さ (15mm) と同じに

なるよう下地モルタルの厚さを調整してください。

※タイルを貼る際、グレーチング本体を仮置きして、施工後グレーチングの脱着が可

　能であることをご確認下さい。

スリムタイプ：60mm以上
ワイドタイプ：90mm以上

壁
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水切りカバー

現場でカットする

テラス用下地ブロック

　　( 横筋用 )
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ブロック用横筋設置

受け金具

下地砕石

テラス下地コンクリート

貼付け用モルタル (t=6 ～ 3mm)
床タイル・石材 (t=9 ～ 12mm)

下地砕石

テラス下地コンクリート
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施　工　手　順

グレーチングカットタイプ ( 現場加工 )　カット方法

タイルトレー　使用イメージ

タイルトレー
タイルセメント

タイル

＊タイルをカットして、セメント、タイルの順に施工。拡大図

300

600

20 70 70 70 70 300

１ ２ 使用寸法が 300 未満の場合
リブが多い方 ( 図面左側 ) から計測し切断してください。

使用寸法が 300mm以上の場合
リブが少ない方 ( 図面右側 ) から計測し切断してください。

１

２

お手入れ方法 砂ぼこり等の汚れは、水で薄めた中性洗剤を布にしみ込ませてお拭き取りください。
最後に、水で湿らした布で軽く拭いてください。

汚れを取るために、研磨剤入りのクレンザー等は、本体表面に傷をつける恐れがあるため使用しないでください。
シンナー、ベンジン、ワックス、石油、塩素系溶剤等は本体塗装を剥がす恐れがあるため使用しないでください。
殺虫剤、ガラスクリーナー、ヘアスプレーなどをかけないでください。

受け金具 ( 側面図 )

★52 ★79

★…下地からの最大突き出し寸法

スリム用 ワイド用

テラス用下地ブロックを建物外壁からワイドタイプ 90mm以上、

スリムタイプ 60mm以上離して積みます。

最大寸法は本体奥行きプラス 3mmになります。

詳しくは右図の寸法図 (★) をご参照下さい。

上部内側の立ち上がりを欠いて受け金具をブロック立上がり面に合わせ設置します。

団子状にしたモルタル等で仮固定します。

テラスの下地土間コンクリートを打設し、受け金具を本固定します。

( 受け金具のアンカー部分が土間コンクリートの中で固定されます。)

最後に受け金具に本体をセットしてください。

受け金具の先端に折り返しが付いているので、先端を滑り込ませるようセットする

とスムーズに取り付けられます。

Step1：テラス用ブロック下地作成

Step2：下地土間打設 ( 受け金具の固定 )

Step3：床の仕上げ、下地土間打設 ( 受け金具の固定 )

Step4：本体の設置

タイル ( 貼り石 ) と貼付けモルタルの厚さがグレーチングの厚さ (15mm) と同じに

なるよう下地モルタルの厚さを調整してください。

※タイルを貼る際、グレーチング本体を仮置きして、施工後グレーチングの脱着が可

　能であることをご確認下さい。

スリムタイプ：60mm以上
ワイドタイプ：90mm以上
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水切りカバー

現場でカットする

テラス用下地ブロック

　　( 横筋用 )
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ブロック用横筋設置

受け金具

下地砕石

テラス下地コンクリート

貼付け用モルタル (t=6 ～ 3mm)
床タイル・石材 (t=9 ～ 12mm)

下地砕石

テラス下地コンクリート
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施　工　手　順

グレーチングカットタイプ ( 現場加工 )　カット方法

タイルトレー　使用イメージ

タイルトレー
タイルセメント

タイル

＊タイルをカットして、セメント、タイルの順に施工。拡大図

300

600

20 70 70 70 70 300

１ ２ 使用寸法が 300mm未満の場合
リブが多い方 ( 図面左側 ) から計測し切断してください。

使用寸法が 300mm以上の場合
リブが少ない方 ( 図面右側 ) から計測し切断してください。

１

２

お手入れ方法 砂ぼこり等の汚れは、水で薄めた中性洗剤を布にしみ込ませてお拭き取りください。
最後に、水で湿らした布で軽く拭いてください。

汚れを取るために、研磨剤入りのクレンザー等は、本体表面に傷をつける恐れがあるため使用しないでください。
シンナー、ベンジン、ワックス、石油、塩素系溶剤等は本体塗装を剥がす恐れがあるため使用しないでください。
殺虫剤、ガラスクリーナー、ヘアスプレーなどをかけないでください。

受け金具 ( 側面図 )

★52 ★79

★…下地からの最大突き出し寸法

スリム用 ワイド用

■グレーチングカットタイプ（現場加工）カット方法

曲げる

ストッパー
横すべり

受け金具のサイドのパーツを折り曲げると、グレーチ
ングの横すべりのストッパーになります。

ストッパーを使用する場合は、リブに引っ掛るか確認
してから設置してください。

受け金具の設置位置

受け金具（側面図）

50

約20

50

受け金具

受け金具リブ

標準位置

ストッパー使用時

本体両端部から 50ｍｍ内側
※標準±20ｍｍの範囲内で設置してください。

スリム用
約170

約118約52
【※2】

約85約8

約20

約58
約25

約20

ワイド用

約79
【※1】

約200
約115

約121
60

約58

約20

50
約25

約8

Step4：本体の設置

Step1：テラス用下地ブロック作成

Step3：床の仕上げ、下地土間打設

スリムタイプ：55mm
ワイドタイプ：85mm

建
物
外
壁

建
物
基
礎

現場でカットする

テラス用下地ブロック

　　( 横筋用 )

水切りカバー

建
物
外
壁

建
物
基
礎

ブロック用横筋設置

受け金具

テラス下地コンクリート

下地砕石

貼付け用モルタル ( t = 6 ～ 3mm)
床タイル・石材 ( t = 9 ～ 12mm)

テラス下地コンクリート

建
物
外
壁

建
物
基
礎

下地砕石

本体

テラス下地コンクリート

建
物
外
壁

建
物
基
礎

下地砕石

施　工　手　順

グレーチングカットタイプ ( 現場加工 )　カット方法

20 70 70 70 70 300

１ ２ 使用寸法が 300 未満の場合
リブが多い方 ( 図面左側 ) から計測し切断してください。
使用寸法が 300mm以上の場合
リブが少ない方 ( 図面右側 ) から計測し切断してください。

１

２

お手入れ方法
● 付着した汚れは、柔らかい布で水拭きをした後、柔らかい乾いた布で水分を充分に拭き取ってください。拭き取る際は、製品の
　　目に沿って拭いてください。キズの原因になります。
● 汚れが目立つ際は、水で薄めた中性洗剤で拭き、充分に水拭きを行なってください。
● 定期的に水で洗い流す事をおすすめします。錆発生の防止にもなります。
● 海水などの塩分を含んだものが付着した際は、水で洗い流し、充分に拭き取ってください。

● 汚れを取るために、研磨剤入りのクレンザー等は、本体表面に傷をつける恐れがあるため使用しないでください。
● シンナー、ベンジン、ワックス、石油、塩素系溶剤等は本体塗装を剥がす恐れがあるため使用しないでください。
● 殺虫剤、ガラスクリーナー、ヘアスプレーなどをかけないでください。

曲げる

ストッパー
横すべり

受け金具のサイドのパーツを折り曲げると、グレーチ
ングの横すべりのストッパーになります。

ストッパーを使用する場合は、リブに引っ掛るか確認
してから設置してください。

密着させる

Step2：下地土間打設 ( 受け金具の固定 )
上部内側の立ち上がりを欠いて、受け金具をブロック立上
がり面に密着させて設置します。団子状にしたモルタル等
で仮固定します。テラスの下地土間コンクリートを打設し、
受け金具を本固定します。
　  受け金具の三角形プレートが下地ブロックと離れると
たわみの原因となりますのでご注意ください。

( 受け金具の固定 )

テラス用下地ブロックを建物外壁から
ワイドタイプ85mm（受け金具突出部 79ｍｍ【※1】＋クリアランス6ｍｍ）
スリムタイプ55mm（受け金具突出部52ｍｍ【※2】＋クリアランス3ｍｍ）
離して積みます。外壁又はサッシ枠などの突出部とのクリ
アランス（間隔）は現場の状況に合わせて調整してください。
受け金具の詳細は右図の寸法図をご参照ください。

タイル天面とグレーチングの厚さ（15ｍｍ）が面一になるよ
うに下地モルタルの厚さを調節してください。
※タイルを貼る際、グレーチング本体を仮置きして、施工後
グレーチングの脱着が可能であることをご確認ください。

最後に受け金具に本体をセットしてください。
受け金具の先端に折り返しが付いているので、先端を滑り
込ませるようセットするとスムーズに取り付けられます。

受け金具の設置位置

50 50

受け金具

受け金具リブ

標準位置

ストッパー使用時

本体両端部から 50ｍｍ内側
※標準±20ｍｍの範囲内で設置してください。

施工要領　寸法図

【テラスエッジ/テラスエッジneoの施工要領】

231



ア
ザ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ

グレーチングサイドカバー

■ 施工方法

■ 寸法図

付 属 品 ※不備がないかご確認く ださ い。

取付取扱説明書

（ 1枚）

受け金具

（ 2個セッ ト ）

曲げる

受け金具のサイ ド のパーツを折り 曲げると 、
グレ ーチングの横すべり のスト ッ パーになり ます。

スト ッ パー使用時

タ イ ルト レー使用イ メ ージ

スト ッ パー

横すべり

タ イ ルト レータ イ ルセメ ント

タ イ ル

タ イ ルを カ ッ ト し て、 セメ ント 、 タ イ ルの順に施工。

施工さ れる 前に 　 ※ご確認く ださ い。

受け金具の設置位置

標準位置

本体両端部から 50㎜内側

※標準±20㎜の範囲内で設置し てく ださ い。

受け金具

50 50

※下地から の最大突き 出し 寸法
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※（ 　 ） 内は 600 の寸法
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製品寸法

ス リ ム

ワ イ ド

タ イ ルト レ ー

受 け 金 具 サイ ド カ バー

100

76
49

28

2
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2
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本体の設置

最後に受け金具に本体を セッ ト し てく

ださ い。 受け金具の先端に折り 返し が

付いている ので、 先端へ滑り 込ませる

よ う セッ ト する と スムーズに取り 付け

ら れます。

4

拡大図

下地土間打設 ( 受け金具の固定 )

上部内側の立ち 上がり を 欠いて、 先ほ

どと 同じ よ う に受け金具を ブ ロ ッ ク 立

上がり 面に密着さ せて 設置し ま す。 団

子状に し た モ ルタ ル等で 仮固定し ま

す。 テ ラ スの下地土間コ ン ク リ ート を

打設し 、 受け金具を 本固定し ます。

建
　
物
　
外
　
壁

受け金具

ブロッ ク 用横筋設置

三角形プレート

下地土間
コ ンク リ ート

下地砕石

2 床の仕上げ・ 下地土間打設

タ イ ル天面と グレ ーチングの厚さ （ 15

㎜） が面一になる よ う 下地モルタ ルの

厚さ を 調整し てく ださ い。

※タ イ ルを 貼る際、本体を 仮置き し て、

施工後に受け金具から の脱着が可能で

ある こ と を ご確認く ださ い。

建
　
物
　
外
　
壁

仮置き

貼付け用モルタ ル
(t=6～3 ㎜ )

床タ イ ル・ 石材
(t=9～12 ㎜ )

3

拡大図

本体

先端

施工方法（ グ レ ーチ ン グ ）

施工方法（ サイ ド カ バー）

折り 線A

折り 線B

サイ ド カ バーをご購入の方のみ。準備する も の

接着剤

※ご使用になる際は、 テラ ス下地

ブロッ ク 面に適応し たも のを お選

びく ださ い。

標準納まり （ 水切り カ バーだけが突出し ている場合）

折り 線

直角に
折り 曲げ

縁の折り 返し

サイ ド カ バーを 折り 曲げる際は、 必ず保護用手袋を 着用し 、 注意し て作業を 行

なっ てく ださ い。

テラ スの左右両側にサイ ド カ バーを 使用する 場合、 曲げる向き は左右それぞれ

異なり ます。 それぞれ折り 返す向き に注意し てく ださ い。

注 意

サイ ド カ バーは、 折り 線に沿っ て直角に折り 曲げるこ と ができ ます。
また、 サイ ド カ バーに表裏は無く 、 折り 曲げる 向き を 変える こ と でテラ スの左右両側
に取り 付けるこ と ができ ます。
サイ ド カ バーを 折り 曲げる向き によ っ て、 縁の折り 返し が外側に出る 場合があり ます
が、 施工には問題あり ません。

20 70 70 70 70 300

１１ ２２ 使用寸法が 300 未満の場合

リ ブが多い方 ( 図面左側 ) から 計測し 切断し てく ださ い。

１１

２２ 使用寸法が 300 以上の場合

リ ブが少ない方 ( 図面右側 ) から 計測し 切断し てく ださ い。

カ ッ ト タ イ プの切断面の後処理は、 切断面のバリ を 取り 除き 、 切断時に発生し た粉塵は除去し てく ださ い。

後処理を せず使用すると 錆が発生し ますので、 切断後は必ず切断面の処理を 行なっ てく ださ い。

カ ッ ト タ イ プ （ 現場加工） カ ッ ト 方法

切断面の後処理

受け金具の三角形プ レ ート が下地
ブ ロ ッ ク と 離れる と たわみの原因
と なり ますのでご注意く ださ い。

※下地から の最大突き 出し 寸法

ス リ ム用

ワ イ ド 用

グレ ーチン グがス リ ムの場合は、
サイ ド カ バーを 折り 線Bで直角に折
り 曲げます。
グレ ーチン グがワイ ド の場合は、
サイ ド カ バーを 折り 線Aで 直角に
折り 曲げます。

1

サイ ド カ バーを 仮設置し 、 水切り
カ バーが当たる 部分のみ折り 線で
直角に折り 曲げます。

2

サイ ド カ バー と テ ラ ス 用下地ブ
ロ ッ ク が触れる 面に接着剤を 塗布
し ます。
取付位置に合わせて サイ ド カ バー
を テ ラ ス 用下地ブ ロ ッ ク 面に圧着
し 、 養生テ ープ 等で 固定し ま す。
接着剤が完全に硬化し た ら 、 テ ー
プを 剥がし ます。

3

折り 線A

折り 線B

サイ ド カ バー

※グレ ーチングが
　 ワイ ド の場合に使用

※グレ ーチングが
　 スリ ムの場合に使用

グレ ーチン グ
（ スリ ム）

建物外壁

建物床

水切り カバー

建物基礎

テラ ス仕上がり 高

テラ ス下地ブロ ッ ク

サイ ド カ バー

※建物基礎と サイ ド カ バー
　 の間に隙間が生じ る 場合
　 があり ます。

サイ ド カ バーが余る場合
下部を 地面へ埋めてく だ
さ い。 

▼全体図

グレ ーチング
（ スリ ム）

水切り カバー

建物基礎

テラ ス用

下地ブロッ ク

当たる部分のみ
折り 曲げる

サイ ド カ バー

建物床

建物外壁

建物基礎

テラ ス用

下地ブロッ ク

サイ ド カ バー

建物床

建物外壁 サイ ド カ バーと
テラ ス用下地ブロッ ク が
触れる面に接着剤を塗布する

接着剤塗布箇所

※図はスリ ムタ イプを使用し た場合

※図はスリ ムタ イ プを使用し た場合

■折り 線について

グレ ーチ ン グのサイ ズに合っ
た 折り 線のみを 折り 曲げて く

ださ い。

※グレ ーチングのサイ ズや施工により

　 使用する折り 線が異なり ます。

下方向

建物側 テラ ス側

折り 線A

折り 線B 折り 線A

標準収まり 特殊収まり

ワイ ド

スリ ム

※図はスリ ムタ イ プを使用し た場合

拡大図

建物側

タ イ ル

水切り カバー

サイド カバー

上から 見た図

テラ ス用下地ブロッ ク 作成1
テ ラ ス 用下地ブ ロ ッ ク の立上がり 面

に受け金具を 密着さ せ、 受け金具と

建物外壁が触れな い位置にテ ラ ス用

下地ブ ロ ッ ク を 設置し ま す。 受け金

具と 建物外壁が触れな いよ う に、 す

き 間を 開けてく ださ い。

外壁やサッ シ枠な ど の突出部と のク

リ ア ラ ン ス（ 間隔） は現場の状況に

合わせて調整し てく ださ い。

現場で
カットする

テラス用下地
ブロック (横筋用)

約 2m m
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物
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密着させる

受け金具

密着させる

掲載①

掲載②
付 属 品 ※不備がないかご確認く ださ い。

取付取扱説明書

（ 1枚）

受け金具

（ 2個セッ ト ）

曲げる

受け金具のサイ ド のパーツを折り 曲げると 、
グレ ーチングの横すべり のスト ッ パーになり ます。

スト ッ パー使用時

タ イ ルト レー使用イ メ ージ

スト ッ パー

横すべり

タ イ ルト レータ イ ルセメ ント

タ イ ル

タ イ ルを カ ッ ト し て、 セメ ント 、 タ イ ルの順に施工。

施工さ れる 前に 　 ※ご確認く ださ い。

受け金具の設置位置

標準位置

本体両端部から 50㎜内側

※標準±20㎜の範囲内で設置し てく ださ い。

受け金具
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本体の設置

最後に受け金具に本体を セッ ト し てく

ださ い。 受け金具の先端に折り 返し が

付いている ので、 先端へ滑り 込ませる

よ う セッ ト する と スムーズに取り 付け

ら れます。

4

拡大図

下地土間打設 ( 受け金具の固定 )

上部内側の立ち 上がり を 欠いて、 先ほ

どと 同じ よ う に受け金具を ブ ロ ッ ク 立

上がり 面に密着さ せて 設置し ま す。 団

子状に し た モ ルタ ル等で 仮固定し ま

す。 テ ラ スの下地土間コ ン ク リ ート を

打設し 、 受け金具を 本固定し ます。
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受け金具

ブロッ ク 用横筋設置

三角形プレート

下地土間
コ ンク リ ート

下地砕石

2 床の仕上げ・ 下地土間打設

タ イ ル天面と グレ ーチングの厚さ （ 15

㎜） が面一になる よ う 下地モルタ ルの

厚さ を 調整し てく ださ い。

※タ イ ルを 貼る際、本体を 仮置き し て、

施工後に受け金具から の脱着が可能で

ある こ と を ご確認く ださ い。
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壁

仮置き

貼付け用モルタ ル
(t=6～3 ㎜ )

床タ イ ル・ 石材
(t=9～12 ㎜ )

3

拡大図

本体

先端

施工方法（ グ レ ーチ ン グ ）

施工方法（ サイ ド カ バー）

折り 線A

折り 線B

サイ ド カ バーをご購入の方のみ。準備する も の

接着剤

※ご使用になる際は、 テラ ス下地

ブロッ ク 面に適応し たも のを お選

びく ださ い。

標準納まり （ 水切り カ バーだけが突出し ている場合）

折り 線

直角に
折り 曲げ

縁の折り 返し

サイ ド カ バーを 折り 曲げる際は、 必ず保護用手袋を 着用し 、 注意し て作業を 行

なっ てく ださ い。

テラ スの左右両側にサイ ド カ バーを 使用する 場合、 曲げる向き は左右それぞれ

異なり ます。 それぞれ折り 返す向き に注意し てく ださ い。

注 意

サイ ド カ バーは、 折り 線に沿っ て直角に折り 曲げるこ と ができ ます。
また、 サイ ド カ バーに表裏は無く 、 折り 曲げる 向き を 変える こ と でテラ スの左右両側
に取り 付けるこ と ができ ます。
サイ ド カ バーを 折り 曲げる向き によ っ て、 縁の折り 返し が外側に出る 場合があり ます
が、 施工には問題あり ません。

20 70 70 70 70 300

１１ ２２ 使用寸法が 300 未満の場合

リ ブが多い方 ( 図面左側 ) から 計測し 切断し てく ださ い。

１１

２２ 使用寸法が 300 以上の場合

リ ブが少ない方 ( 図面右側 ) から 計測し 切断し てく ださ い。

カ ッ ト タ イ プの切断面の後処理は、 切断面のバリ を 取り 除き 、 切断時に発生し た粉塵は除去し てく ださ い。

後処理を せず使用すると 錆が発生し ますので、 切断後は必ず切断面の処理を 行なっ てく ださ い。

カ ッ ト タ イ プ （ 現場加工） カ ッ ト 方法

切断面の後処理

受け金具の三角形プ レ ート が下地
ブ ロ ッ ク と 離れる と たわみの原因
と なり ますのでご注意く ださ い。

※下地から の最大突き 出し 寸法

ス リ ム用

ワ イ ド 用

グレ ーチン グがス リ ムの場合は、
サイ ド カ バーを 折り 線Bで直角に折
り 曲げます。
グレ ーチン グがワイ ド の場合は、
サイ ド カ バーを 折り 線Aで 直角に
折り 曲げます。

1

サイ ド カ バーを 仮設置し 、 水切り
カ バーが当たる 部分のみ折り 線で
直角に折り 曲げます。

2

サイ ド カ バー と テ ラ ス 用下地ブ
ロ ッ ク が触れる 面に接着剤を 塗布
し ます。
取付位置に合わせて サイ ド カ バー
を テ ラ ス 用下地ブ ロ ッ ク 面に圧着
し 、 養生テ ープ 等で 固定し ま す。
接着剤が完全に硬化し た ら 、 テ ー
プを 剥がし ます。

3

折り 線A

折り 線B

サイ ド カ バー

※グレ ーチングが
　 ワイ ド の場合に使用

※グレ ーチングが
　 スリ ムの場合に使用

グレ ーチン グ
（ スリ ム）

建物外壁

建物床

水切り カバー

建物基礎

テラ ス仕上がり 高

テラ ス下地ブロ ッ ク

サイ ド カ バー

※建物基礎と サイ ド カ バー
　 の間に隙間が生じ る 場合
　 があり ます。

サイ ド カ バーが余る場合
下部を 地面へ埋めてく だ
さ い。 

▼全体図

グレ ーチング
（ スリ ム）

水切り カバー

建物基礎

テラ ス用

下地ブロッ ク

当たる部分のみ
折り 曲げる

サイ ド カ バー

建物床
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テラ ス用

下地ブロッ ク
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建物床

建物外壁 サイ ド カ バーと
テラ ス用下地ブロッ ク が
触れる面に接着剤を塗布する

接着剤塗布箇所

※図はスリ ムタ イプを使用し た場合

※図はスリ ムタ イ プを使用し た場合

■折り 線について

グレ ーチ ン グのサイ ズに合っ
た 折り 線のみを 折り 曲げて く

ださ い。

※グレ ーチングのサイ ズや施工により

　 使用する折り 線が異なり ます。

下方向

建物側 テラ ス側

折り 線A

折り 線B 折り 線A

標準収まり 特殊収まり

ワイ ド
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※図はスリ ムタ イ プを使用し た場合
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上から 見た図

テラ ス用下地ブロッ ク 作成1
テ ラ ス 用下地ブ ロ ッ ク の立上がり 面

に受け金具を 密着さ せ、 受け金具と

建物外壁が触れな い位置にテ ラ ス用

下地ブ ロ ッ ク を 設置し ま す。 受け金

具と 建物外壁が触れな いよ う に、 す

き 間を 開けてく ださ い。

外壁やサッ シ枠な ど の突出部と のク

リ ア ラ ン ス（ 間隔） は現場の状況に

合わせて調整し てく ださ い。

現場で
カットする

テラス用下地
ブロック (横筋用)

約 2m m

建
　
物
　
外
　
壁

密着させる

受け金具

密着させる

掲載①

掲載②

付 属 品 ※不備がないかご確認く ださ い。

取付取扱説明書

（ 1枚）

受け金具

（ 2個セッ ト ）

曲げる

受け金具のサイ ド のパーツを折り 曲げると 、
グレ ーチングの横すべり のスト ッ パーになり ます。

スト ッ パー使用時

タ イ ルト レー使用イ メ ージ

スト ッ パー

横すべり

タ イ ルト レータ イ ルセメ ント

タ イ ル

タ イ ルを カ ッ ト し て、 セメ ント 、 タ イ ルの順に施工。

施工さ れる 前に 　 ※ご確認く ださ い。

受け金具の設置位置

標準位置

本体両端部から 50㎜内側

※標準±20㎜の範囲内で設置し てく ださ い。

受け金具

50 50
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本体の設置

最後に受け金具に本体を セッ ト し てく

ださ い。 受け金具の先端に折り 返し が

付いている ので、 先端へ滑り 込ませる

よ う セッ ト する と スムーズに取り 付け

ら れます。

4

拡大図

下地土間打設 ( 受け金具の固定 )

上部内側の立ち 上がり を 欠いて、 先ほ

どと 同じ よ う に受け金具を ブ ロ ッ ク 立

上がり 面に密着さ せて 設置し ま す。 団

子状に し た モ ルタ ル等で 仮固定し ま

す。 テ ラ スの下地土間コ ン ク リ ート を

打設し 、 受け金具を 本固定し ます。

建
　
物
　
外
　
壁

受け金具

ブロッ ク 用横筋設置

三角形プレート

下地土間
コ ンク リ ート

下地砕石

2 床の仕上げ・ 下地土間打設

タ イ ル天面と グレ ーチングの厚さ （ 15

㎜） が面一になる よ う 下地モルタ ルの

厚さ を 調整し てく ださ い。

※タ イ ルを 貼る際、本体を 仮置き し て、

施工後に受け金具から の脱着が可能で

ある こ と を ご確認く ださ い。

建
　
物
　
外
　
壁

仮置き

貼付け用モルタ ル
(t=6～3 ㎜ )

床タ イ ル・ 石材
(t=9～12 ㎜ )

3

拡大図

本体

先端

施工方法（ グ レ ーチ ン グ ）

施工方法（ サイ ド カ バー）

折り 線A

折り 線B

サイ ド カ バーをご購入の方のみ。準備する も の

接着剤

※ご使用になる際は、 テラ ス下地

ブロッ ク 面に適応し たも のを お選

びく ださ い。

標準納まり （ 水切り カ バーだけが突出し ている場合）

折り 線

直角に
折り 曲げ

縁の折り 返し

サイ ド カ バーを 折り 曲げる際は、 必ず保護用手袋を 着用し 、 注意し て作業を 行

なっ てく ださ い。

テラ スの左右両側にサイ ド カ バーを 使用する 場合、 曲げる向き は左右それぞれ

異なり ます。 それぞれ折り 返す向き に注意し てく ださ い。

注 意

サイ ド カ バーは、 折り 線に沿っ て直角に折り 曲げるこ と ができ ます。
また、 サイ ド カ バーに表裏は無く 、 折り 曲げる 向き を 変える こ と でテラ スの左右両側
に取り 付けるこ と ができ ます。
サイ ド カ バーを 折り 曲げる向き によ っ て、 縁の折り 返し が外側に出る 場合があり ます
が、 施工には問題あり ません。
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１１ ２２ 使用寸法が 300 未満の場合

リ ブが多い方 ( 図面左側 ) から 計測し 切断し てく ださ い。

１１

２２ 使用寸法が 300 以上の場合

リ ブが少ない方 ( 図面右側 ) から 計測し 切断し てく ださ い。

カ ッ ト タ イ プの切断面の後処理は、 切断面のバリ を 取り 除き 、 切断時に発生し た粉塵は除去し てく ださ い。

後処理を せず使用すると 錆が発生し ますので、 切断後は必ず切断面の処理を 行なっ てく ださ い。

カ ッ ト タ イ プ （ 現場加工） カ ッ ト 方法

切断面の後処理

受け金具の三角形プ レ ート が下地
ブ ロ ッ ク と 離れる と たわみの原因
と なり ますのでご注意く ださ い。

※下地から の最大突き 出し 寸法

ス リ ム用

ワ イ ド 用

グレ ーチン グがス リ ムの場合は、
サイ ド カ バーを 折り 線Bで直角に折
り 曲げます。
グレ ーチン グがワイ ド の場合は、
サイ ド カ バーを 折り 線Aで 直角に
折り 曲げます。

1

サイ ド カ バーを 仮設置し 、 水切り
カ バーが当たる 部分のみ折り 線で
直角に折り 曲げます。

2

サイ ド カ バー と テ ラ ス 用下地ブ
ロ ッ ク が触れる 面に接着剤を 塗布
し ます。
取付位置に合わせて サイ ド カ バー
を テ ラ ス 用下地ブ ロ ッ ク 面に圧着
し 、 養生テ ープ 等で 固定し ま す。
接着剤が完全に硬化し た ら 、 テ ー
プを 剥がし ます。

3

折り 線A

折り 線B

サイ ド カ バー

※グレ ーチングが
　 ワイ ド の場合に使用

※グレ ーチングが
　 スリ ムの場合に使用
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テラ ス仕上がり 高
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※建物基礎と サイ ド カ バー
　 の間に隙間が生じ る 場合
　 があり ます。

サイ ド カ バーが余る場合
下部を 地面へ埋めてく だ
さ い。 
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触れる面に接着剤を塗布する
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※図はスリ ムタ イプを使用し た場合
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■折り 線について

グレ ーチ ン グのサイ ズに合っ
た 折り 線のみを 折り 曲げて く

ださ い。

※グレ ーチングのサイ ズや施工により

　 使用する折り 線が異なり ます。
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テ ラ ス 用下地ブ ロ ッ ク の立上がり 面

に受け金具を 密着さ せ、 受け金具と

建物外壁が触れな い位置にテ ラ ス用

下地ブ ロ ッ ク を 設置し ま す。 受け金

具と 建物外壁が触れな いよ う に、 す

き 間を 開けてく ださ い。

外壁やサッ シ枠な ど の突出部と のク

リ ア ラ ン ス（ 間隔） は現場の状況に

合わせて調整し てく ださ い。

現場で
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ブロック (横筋用)
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付 属 品 ※不備がないかご確認く ださ い。
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曲げる

受け金具のサイ ド のパーツを折り 曲げると 、
グレ ーチングの横すべり のスト ッ パーになり ます。

スト ッ パー使用時

タ イ ルト レー使用イ メ ージ

スト ッ パー

横すべり

タ イ ルト レータ イ ルセメ ント

タ イ ル

タ イ ルを カ ッ ト し て、 セメ ント 、 タ イ ルの順に施工。

施工さ れる 前に 　 ※ご確認く ださ い。

受け金具の設置位置

標準位置

本体両端部から 50㎜内側
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最後に受け金具に本体を セッ ト し てく

ださ い。 受け金具の先端に折り 返し が

付いている ので、 先端へ滑り 込ませる

よ う セッ ト する と スムーズに取り 付け

ら れます。
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上部内側の立ち 上がり を 欠いて、 先ほ

どと 同じ よ う に受け金具を ブ ロ ッ ク 立

上がり 面に密着さ せて 設置し ま す。 団

子状に し た モ ルタ ル等で 仮固定し ま

す。 テ ラ スの下地土間コ ン ク リ ート を

打設し 、 受け金具を 本固定し ます。
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2 床の仕上げ・ 下地土間打設

タ イ ル天面と グレ ーチングの厚さ （ 15

㎜） が面一になる よ う 下地モルタ ルの

厚さ を 調整し てく ださ い。

※タ イ ルを 貼る際、本体を 仮置き し て、

施工後に受け金具から の脱着が可能で

ある こ と を ご確認く ださ い。
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施工方法（ グ レ ーチ ン グ ）
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折り 線A
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サイ ド カ バーをご購入の方のみ。準備する も の

接着剤

※ご使用になる際は、 テラ ス下地

ブロッ ク 面に適応し たも のを お選

びく ださ い。

標準納まり （ 水切り カ バーだけが突出し ている場合）

折り 線

直角に
折り 曲げ

縁の折り 返し

サイ ド カ バーを 折り 曲げる際は、 必ず保護用手袋を 着用し 、 注意し て作業を 行

なっ てく ださ い。

テラ スの左右両側にサイ ド カ バーを 使用する 場合、 曲げる向き は左右それぞれ

異なり ます。 それぞれ折り 返す向き に注意し てく ださ い。

注 意

サイ ド カ バーは、 折り 線に沿っ て直角に折り 曲げるこ と ができ ます。
また、 サイ ド カ バーに表裏は無く 、 折り 曲げる 向き を 変える こ と でテラ スの左右両側
に取り 付けるこ と ができ ます。
サイ ド カ バーを 折り 曲げる向き によ っ て、 縁の折り 返し が外側に出る 場合があり ます
が、 施工には問題あり ません。
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１１ ２２ 使用寸法が 300 未満の場合

リ ブが多い方 ( 図面左側 ) から 計測し 切断し てく ださ い。

１１

２２ 使用寸法が 300 以上の場合

リ ブが少ない方 ( 図面右側 ) から 計測し 切断し てく ださ い。

カ ッ ト タ イ プの切断面の後処理は、 切断面のバリ を 取り 除き 、 切断時に発生し た粉塵は除去し てく ださ い。

後処理を せず使用すると 錆が発生し ますので、 切断後は必ず切断面の処理を 行なっ てく ださ い。

カ ッ ト タ イ プ （ 現場加工） カ ッ ト 方法

切断面の後処理

受け金具の三角形プ レ ート が下地
ブ ロ ッ ク と 離れる と たわみの原因
と なり ますのでご注意く ださ い。

※下地から の最大突き 出し 寸法

ス リ ム用

ワ イ ド 用

グレ ーチン グがス リ ムの場合は、
サイ ド カ バーを 折り 線Bで直角に折
り 曲げます。
グレ ーチン グがワイ ド の場合は、
サイ ド カ バーを 折り 線Aで 直角に
折り 曲げます。
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サイ ド カ バーを 仮設置し 、 水切り
カ バーが当たる 部分のみ折り 線で
直角に折り 曲げます。

2

サイ ド カ バー と テ ラ ス 用下地ブ
ロ ッ ク が触れる 面に接着剤を 塗布
し ます。
取付位置に合わせて サイ ド カ バー
を テ ラ ス 用下地ブ ロ ッ ク 面に圧着
し 、 養生テ ープ 等で 固定し ま す。
接着剤が完全に硬化し た ら 、 テ ー
プを 剥がし ます。
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　 の間に隙間が生じ る 場合
　 があり ます。
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下部を 地面へ埋めてく だ
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テラ ス用下地ブロッ ク 作成1
テ ラ ス 用下地ブ ロ ッ ク の立上がり 面

に受け金具を 密着さ せ、 受け金具と

建物外壁が触れな い位置にテ ラ ス用

下地ブ ロ ッ ク を 設置し ま す。 受け金

具と 建物外壁が触れな いよ う に、 す

き 間を 開けてく ださ い。

外壁やサッ シ枠な ど の突出部と のク

リ ア ラ ン ス（ 間隔） は現場の状況に

合わせて調整し てく ださ い。

現場で
カットする

テラス用下地
ブロック (横筋用)

約 2m m

建
　
物
　
外
　
壁

密着させる

受け金具

密着させる

掲載①

掲載②

サイドカバーは、折り線に沿って直角に折り曲げることができます。
また、サイドカバーに表裏は無く、折り曲げる向きを変えることでテラスの左右
両側に取り付けることができます。
サイドカバーを折り曲げる向きによって、縁の折り返しが外側に出る場合があり
ますが、施工には問題ありません。
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施工要領　寸法図

標準納まり（水切りカバーだけが突出している場合）

特殊納まり（水切りカバーに対して建物基礎が30mm以上凹んでいる場合）

折り線A

サイドカバー

※グレーチングが
　ワイドの場合に使用

※グレーチングが
　スリムの場合に使用

グレーチング
（スリム）

建物外壁

建物床

水切りカバー

建物基礎

テラス仕上がり高

テラス下地ブロック

サイドカバー

■ 全体図

接着剤塗布箇所

※図はスリムタイプを使用した場合

※図はスリムタイプを使用した場合

上から見た図

※図はスリムタイプを使用した場合

折り線B

グレーチングのサイズに合った
折り線のみを折り曲げてください。

サイドカバーが余る場合
下部を地面へ埋めてください。※建物基礎とサイドカバーの間に

　隙間が生じる場合があります。

❶グレーチングがスリムの場合
は、サイドカバーを折り線Bで直
角に折り曲げます。
グレーチングがワイドの場合は、
サイドカバーを折り線Aで直角に
折り曲げます。

❷サイドカバーを仮設置し、水切
りカバーが当たる部分のみ折り
線で直角に折り曲げます。

❸サイドカバーとテラス用下地
ブロックが触れる面に接着剤を
塗布します。
取付位置に合わせてサイドカ
バーをテラス用下地ブロック面
に圧着し、養生テープ等で固定し
ます。
接着剤が完全に硬化したら、テー
プを剥がします。

グレーチング（スリム）

水切りカバー
建物基礎

テラス用
下地ブロック

サイドカバー

建物床

建物外壁

当たる部分のみ
折り曲げる

建物側

水切りカバー
サイドカバー

タイル

建物基礎

サイドカバー

建物床

建物外壁

テラス用
下地ブロック

サイドカバーと
テラス用下地ブロックが
触れる面に接着剤を塗布する

折り線A

サイドカバー

※直角に折り曲げる

■ 全体図

接着剤塗布箇所

※図はスリムタイプを使用した場合

※図はスリムタイプを使用した場合

上から見た図

折り線Bは使用しません。
折りまげないでください。

❶グレーチングはスリムを使用し
ます。
サイドカバーを折り線Aで直角に
折り曲げます。

❷サイドカバーを仮設置し、建物
外壁や水切りカバーが当たる部
分のみ折り線で直角に折り曲げ
ます。

❸サイドカバーとテラス用下地
ブロックが触れる面に接着剤を
塗布します。
取付位置に合わせてサイドカ
バーをテラス用下地ブロック面
に圧着し、養生テープ等で固定し
ます。
接着剤が完全に硬化したら、テー
プを剥がします。

グレーチング（スリム）

水切りカバー
建物基礎

テラス用
下地ブロック

サイドカバー

建物床

建物外壁

当たる部分のみ
折り曲げる

建物側

水切りカバー
サイドカバー

タイル

建物基礎

サイドカバー

建物床

建物外壁

テラス用
下地ブロック

サイドカバーと
テラス用下地ブロックが
触れる面に接着剤を塗布する

特殊納まりの場合、グレーチングはスリムを使
用します。ワイドはご使用になれません。
テラス用下地ブロックは水切りカバーより
50mm程度離して施工してください。
水切りカバーと建物基礎面の差が30mm以
上あることを確認してから施工して下さい。

ー

5030

▼全体図

グレーチング
（スリム）

建物外壁

建物床

水切りカバー

建物基礎

テラス仕上がり高

テラス下地ブロック

サイドカバー

サイドカバーが余る場合
下部を地面へ埋めてください。※建物基礎とサイドカバーの間に

　隙間が生じる場合があります。

折り線A

サイドカバー

※グレーチングが
　ワイドの場合に使用

※グレーチングが
　スリムの場合に使用

グレーチング
（スリム）

建物外壁

建物床

水切りカバー

建物基礎

テラス仕上がり高

テラス下地ブロック

サイドカバー

■ 全体図

接着剤塗布箇所

※図はスリムタイプを使用した場合

※図はスリムタイプを使用した場合

上から見た図

※図はスリムタイプを使用した場合

折り線B

グレーチングのサイズに合った
折り線のみを折り曲げてください。

サイドカバーが余る場合
下部を地面へ埋めてください。※建物基礎とサイドカバーの間に

　隙間が生じる場合があります。

❶グレーチングがスリムの場合
は、サイドカバーを折り線Bで直
角に折り曲げます。
グレーチングがワイドの場合は、
サイドカバーを折り線Aで直角に
折り曲げます。

❷サイドカバーを仮設置し、水切
りカバーが当たる部分のみ折り
線で直角に折り曲げます。

❸サイドカバーとテラス用下地
ブロックが触れる面に接着剤を
塗布します。
取付位置に合わせてサイドカ
バーをテラス用下地ブロック面
に圧着し、養生テープ等で固定し
ます。
接着剤が完全に硬化したら、テー
プを剥がします。

グレーチング（スリム）

水切りカバー
建物基礎

テラス用
下地ブロック

サイドカバー

建物床

建物外壁

当たる部分のみ
折り曲げる

建物側

水切りカバー
サイドカバー

タイル

建物基礎

サイドカバー

建物床

建物外壁

テラス用
下地ブロック

サイドカバーと
テラス用下地ブロックが
触れる面に接着剤を塗布する

折り線A

サイドカバー

※直角に折り曲げる

■ 全体図

接着剤塗布箇所

※図はスリムタイプを使用した場合

※図はスリムタイプを使用した場合

上から見た図

折り線Bは使用しません。
折りまげないでください。

❶グレーチングはスリムを使用し
ます。
サイドカバーを折り線Aで直角に
折り曲げます。

❷サイドカバーを仮設置し、建物
外壁や水切りカバーが当たる部
分のみ折り線で直角に折り曲げ
ます。

❸サイドカバーとテラス用下地
ブロックが触れる面に接着剤を
塗布します。
取付位置に合わせてサイドカ
バーをテラス用下地ブロック面
に圧着し、養生テープ等で固定し
ます。
接着剤が完全に硬化したら、テー
プを剥がします。

グレーチング（スリム）

水切りカバー
建物基礎

テラス用
下地ブロック

サイドカバー

建物床

建物外壁

当たる部分のみ
折り曲げる

建物側

水切りカバー
サイドカバー

タイル

建物基礎

サイドカバー

建物床

建物外壁

テラス用
下地ブロック

サイドカバーと
テラス用下地ブロックが
触れる面に接着剤を塗布する

特殊納まりの場合、グレーチングはスリムを使
用します。ワイドはご使用になれません。
テラス用下地ブロックは水切りカバーより
50mm程度離して施工してください。
水切りカバーと建物基礎面の差が30mm以
上あることを確認してから施工して下さい。

ー

5030

▼全体図

グレーチング
（スリム）

建物外壁

建物床

水切りカバー

建物基礎

テラス仕上がり高

テラス下地ブロック

サイドカバー

サイドカバーが余る場合
下部を地面へ埋めてください。※建物基礎とサイドカバーの間に

　隙間が生じる場合があります。
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クイックコート 施工要領

＊クラック補修の場合。

＊コンクリート縁石の場合。

＊土間コンクリートの場合。

施工現場の清掃（ゴミ、油、塗料などをきれいに取り除く）

施工部分の清掃
（ゴミ・塗料などをきれいに取り除いておく）

下地処理

下地処理

充填材をより密着させるためにサンダーでＶ字状に
カットします。

硬化が早いため使用する大きさに合わせて必要な分だ
けを計算して混ぜ合わせて下さい。

（1kgあたり水110cc）

補修部分のV字カット

充填材と水を混ぜる

硬化が早いため使用する面積に合せて必要な分だけを
計量して混ぜて下さい。（1kgあたり水110cc）

硬化時間が夏場は最短で約5分（冬場の低温時でも約45
分）と短いため速やかに施工して下さい。

充填材と水を混ぜる

撹拌

硬化時間が夏場は最短で約５分（冬場の低温時でも約
４５分）と短いため速やかに施工して下さい。

硬化して完成（乾燥すると白っぽくなります）

充填材の硬化の進み具合を見ながら金コテを使って形
を作っていく。

撹拌

完成 下地コンクリートに
穴が空いた状態

補修完了

均し

金コテを使い充填材を埋め込むように均して下さい。

充填材の余分は引き取り仕上がり面を金コテを使って
整える。

均し

仕上げ

充填材が乾かないうちにウエス等で不要な部分をふき
取って下さい。

ふき取り

完成

＜注意事項＞
＊施工箇所が汚れた状態での施工は、はがれの原因に
　なります。必ずゴミ、油、塗料などをきれいに
　ふき取って下さい。
＊硬化が早いため、一度に使用する量を調整して下さ
　い。（夏場：約５分　冬場：約45分）
＊アスファルトに使用する場合は、アスファルトの　
　伸縮により「ひび割れ」が起きる可能性があるため
　事前にテスト施工を必ず行って下さい。
＊施工後すぐに使用した容器、ヘラ、コテ等は水で
　洗って下さい。
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カビ防止剤 施工要領

施工方法　2回塗り

注意点

①�カビ、汚れ等、必ず事前に洗浄し乾燥させてからご使用下さい。
②�本製品は、カビ取り剤ではありません。
③�本製品は、汚れ防止剤ではありません。
④�汚れ、カビ等が残っていると、汚れ等を一緒にコーティングしとどまってしま

います。

ご使用用途

日陰で、コケやカビが生えやすい場所

使用箇所

土間コンクリート
ステンシルコンクリート
敷石　乱貼り等

①洗浄	 ②乾燥 ③１回目塗布	 ④養生 ⑤２回目塗布	 ⑥養生

１回目は、しっかり乾燥させてから塗
布して下さい

2回目は、表面が乾いた後塗布して下
さい

※ �2 回塗りすることで、塗りムラを防ぎ、
表面の保護力を上げます

製品情報
内容量	 4kg
塗布面積	 15㎡
養生時間	 夏 3時間
	 冬 6 時間
実働稼働日	 5日（目安）

必要用具のご準備
容器
刷毛又はローラー

特徴
⃝ 土間コンクリートや石貼り等をコーティングし、カビやコケの発生と生育を抑制させ防ぎます。
⃝ 敷石、乱貼り等は、コーティング後は発色が鮮やかになります。
⃝ 一般建設物に存在する約60種のカビ全てに有効。また抗菌、防臭、消臭効果もあります。

【カビナイシーラーの施工要領】
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